
平成 22 年度 決算の主な事業内容について 
 

    ◎ 重 点 項 目 

「  安 全 ・ 安 心 社 会 の 推 進  」  

「 子 育 て 支 援 」 

   「 教 育 環 境 の 整 備 」 

「環境にやさしいまちづくりの推進 」  

「 地 域 活 性 化 の 推 進 」 

 

 ≪安全・安心社会の推進≫ 

(新)・北播磨総合医療センター建設の推進           2,240 万円 

 

 

 

 

(新)・福祉総合支援センターの整備              1 億 1,752 万円 

 

 

 

 

・安全・安心パトロール                  4,768 万円 

・防災まちづくり事業（防火水槽新設 ２基、小型動力ポンプ購入 ３台） 924 万円 

・小型動力ポンプ積載車購入助成（消防団への助成 ２台）      148 万円 

・消防水利施設整備事業（消火栓 ２基）               169 万円 

・防災資機材整備（保存食料・仮設トイレ・パイプテント等）       115 万円 

・防犯灯設置（新設４２灯）                    132 万円 

・町境通学路等防犯灯設置・管理（新設１０灯）            75 万円 

・いじめ相談・いじめ防止啓発活動              766 万円 

・女性相談事業（相談件数 200 件 啓発パンフレット作成等）      120 万円 

   ・ハートフル心の輪づくり事業                58 万円 

   ・消費生活相談事業（相談件数 223 件 啓発パンフレット作成等）    650 万円 

平成２５年１０月のオープンにむけ、基本設計・実施設計

を行った。建設にかかる経費は小野市と三木市が２分の１

づつ負担する。 

平成２４年４月のオープンにむけ、建設に着手した。社会福

祉協議会、福祉公社、高齢者地域包括支援センター等の福祉

組織を再編し、ワンストップサービスの展開を目指す。 



≪子育て支援≫ 

・中学校３年生までの医療費完全無料化         2 億 4,804 万円 

 

 

 

 

（新）・保育所整備に対する助成            1 億 1,223 万円 

 

 

 

(新)・地域子育て創生事業                        1,429 万円 

 

  

 

 

(新）・特定不妊治療費の助成                                 84 万円 

    

 

 

・妊婦健康診査費の助成（助成件数 ７４０件）          3,156 万円 

（新）・小児細菌性髄膜炎予防接種助成              1,482 万円 

（新）・子宮頸がん予防接種助成                               934 万円 

・育児ファミリーサポートセンター事業            380 万円 

・アフタースクール子ども育成事業              3,806 万円 

・子育てサークル育成事業（サークル活動補助金等）           333 万円 

・つどいの広場事業                     419 万円 

 

 

 

 

 

保育所整備費用（耐震補強・大規模改修等）の７５％を 

助成した。 

子育てメールの配信、小学校区別子育てサロン、児童館の

キャラクター人形作成等を行った。（県の安心こども基金

を活用） 

 

中学校３年生までの医療費を完全無料化し、子育て家庭を

支援した。（所得制限なし） 

１クール４０万円前後かかる特定不妊治療に対して、１回

５万円（年間２回まで）上限に助成した。助成件数１８件 



≪教育環境の整備≫ 

 

・小野中学校整備事業        9 億 9,434 万円 

 

 

 

 

（新）・学校等空調設備整備事業                          8,992 万円 

 

 

 

 

(拡充)・ＩＣＴ教育の推進                   282 万円 

 

 

 

 

・スクールアシスタントの配置             1,305 万円 

（新）・学校バリアフリー化推進（福祉用バッテリー式階段昇降機 １台）  130 万円 

（新）・適応教室環境改善（学習用机・イス・パソコン・図書購入等）     137 万円 

  ・ハートフル・チャレンジ（漢字・計算）事業      1,087 万円 

・１６カ年教育の推進                   113 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎・体育館・プール等の全面改築が終了。 

 

市内の小・中・特別支援学校、幼稚園に空調設備を設置し

た。学校環境衛生基準に基づき、より良い学習環境を整備

した。 

 

学習意欲の向上を図り、理解を高めるため、プロジェクタ

ーと教材提示装置を小・中・特別支援学校の各教室に配備。

約９割に配備完了。 



≪環境にやさしいまちづくりの推進≫ 

 (新)・太陽光発電設備設置助成                  710 万円 

 

 

 

（新）・全国ハーブサミットの開催                  2,010 万円 

 

 

 

   

（新）・省エネ改修事業（ひまわりの丘公園太陽光発電設備・ＬＥＤ照明設置調査 Ｈ23 へ繰越） 

                                          45 万円 

《地域活性化の推進≫ 

（新）・まちづくり事業の推進（下東条地区・浄谷地域）        545 万円 

 

 

 

(新)・黒川西土地区画整理                    696 万円 

(新)・山田の里公園の整備                    4,187 万円 

(新)・浄土寺周辺遊歩道の整備                  919 万円 

(新)・王子区画公園の整備                    1,862 万円 

・新都市中央線の整備                   2 億 807 万円 

・道路舗装整備５カ年計画の推進            2 億 434 万円 

・小野まつり開催補助                  4,100 万円 

 

≪その他≫ 

・雇用創出事業（緊急雇用・ふるさと雇用）        3,528 万円 

・うるおい交流館｢エクラ｣の NPO による管理運営      1 億 1,479 万円 

・産業フェスティバル開催                          1,000 万円 

・ガーデニングまちづくり事業                   1,167 万円 

・東北地方太平洋沖地震災害見舞金            5,000 万円 

北播磨地域では初めて、一般住宅へ太陽光発電設備設置費

用の一部を助成した。一戸あたり上限１０万円を助成。 

全国ハーブサミット小野大会を開催し、ハーブを活かした

まちづくりを全国に発信した。 

地域特産品の研究・開発、特産品活性化施設建設にむけた

実施設計を行った。 



 

 

 

 

 

 


